
 

厚生労働省 令和８年度 介護の日本語学習支援等事業 

外国人介護人材のための介護福祉士国家資格取得支援講座 

開 催 要 綱 

 

 １． 趣  旨（目的） 

 2017 年 11 月、技能実習制度に介護職種が追加され、2019 年 4 月には特定技能制度が施行

されました。日本で長期間就労し、活躍を希望する外国人介護人材も増えています。一方、技能実

習制度及び特定技能制度の在留資格では、在留期間が制限されている為、継続して日本で就労す

るためには、介護福祉士国家資格を取得し在留資格「介護」に移行する必要があります。 

 公益社団法人日本介護福祉士会は、厚生労働省 令和８年度介護の日本語学習支援等事業を受

託し、その一環として「外国人介護人材のための国家資格取得支援講座」を都道府県介護福祉士会

と協力の上、実施することと致しました。 

 

 ２． 主 催 公益社団法人 日本介護福祉士会 

 

 ３． 実 施 一般社団法人 秋田県介護福祉士会  

 

 ４． 日 時（全５回） 

   １回目 ：令和８年 ９月２０日(日) ９：３0 ～ １7：0０（予定） 

   ２回目 ：令和８年１０月 ３日(土) ９：３0 ～ １６：2５（予定） 

   ３回目 ：令和８年１０月１２日(月） ９：３0 ～ １６：３0（予定） 

   ４回目 ：令和８年１１月２１日(土） ９：３0 ～ １６：50（予定） 

   ５回目 ：令和８年１１月２９日(日） ９：３0 ～ １６：２5（予定） 

       

 ５． 会 場 秋田拠点センターアルヴェ 

   〒０１０-８５０６ 秋田市東通仲町４番１号 

           

 ６． 研 修 内 容 別添プログラムのとおり 

       

 ７． 受講対象者  

    本講座は、国家資格取得支援を目的としていることから、 

  原則として、以下①～③の要件全てに該当する外国人介護人材の方が対象です。 

     ① 令和８・９年度の介護福祉士国家試験受験予定者の方 

     ② 日本語能力試験 N３程度以上の方 

     ③ 全５日間の受講が可能な方 

     ※定員を超える場合は、以下の方を優先させていただきます 

       ・令和８年度の受験予定者 

       ・技能実習・特定技能・特定活動（EPA）・その他（身分に基づく在留資格等） 

 



 ８.  定 員 ２０名 

 

 ９． 申 込 方 法 ※下記のいずれかの方法でお申込ください。 

               ①別紙申込書に記入し下記事務局まで FAX またはメールにて 

               ②次の QR コードにて 

                     https://forms.gle/gkthRAGpr1AxtkwP6    

                 

 

 10． 募 集 期 間  令和８年８月３日（月）～令和８年８月２１日（金） 

   ※令和８年８月２１日（金）（定員になり次第、締め切らせて頂きます） 

 

 11.  受 講 料 無料 

  

 12．そ の 他 ・締切時にお申し込みいただいた方が 10 名に満たなかった場合、 

     講座の実施を中止することがございます。 

    ・受講の可否は、締切日以降にメールにてご連絡させていただきます。 

 

13．問 合 せ先    一般社団法人 秋田県介護福祉士会 事務局  

〒010-1414 秋田県秋田市御所野元町二丁目 12-5 

               TEL：090-2027-0294  FAX：050-3457-8723    

     E-mail： akitakaigo294@yahoo.co.jp   

     https://akitakaigo.p-kit.com  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

QRコード 

秋田県介護福祉士会ホームページ  

https://forms.gle/gkthRAGpr1AxtkwP6
mailto:akitakaigo294@yahoo.co.jp
https://akitakaigo.p-kit.com/


別添 

令和８年度 外国人介護人材のための介護福祉士国家資格取得支援講座  

【プ ロ グ ラ ム】 

 

受付時間：９：１５～９：３０ 

第 1 回（令和８年９月２０日） 

時間 科目名 主な内容  

（15 分） オリエンテーション ・本講座の目的・内容  

・注意事項 など 

（50 分） 国試に向けての 

学習方法 

・国試の概要  

・国試にむけての学習方法  

・国試の問題形式・試験概要  

〔講師〕藤巻 恵梨子  

秋田県介護福祉士会 理事 

（※または 放映）  

（10 分） 休憩 

（10 分） 試験のルール説明  

（45 分） 30 問模試 ・本会作成の模試（30 問） 

（60 分） 昼休憩 

（70 分） 国試の日本語の 

捉え方 

（放映講義）  

・国家試験でどのような日本語が使用されるか、 

 読み解き方等について（講義）  

・やってみよう（実践）  

〔講師〕橋本 由紀江 

（元）一般社団法人 国際交流＆日本語支援 Y 代表理事 

（10 分） 休憩 

（120 分） 30 問模試解説  ・講師による解説 

〔講師〕佐藤 大志 

秋田県介護福祉士会 理事 

（10 分） 休憩 

（45 分） グループワーク 【国試までの取組について】  

・本番までの勉強の取組方法  

（5 分） 閉会 ・次回のご案内  

 

 



受付時間：９：１５～９：３０  

第 2 回（令和８年１０月３日） 

時間 科目名 主な内容  

（5 分） オリエンテーション ・本日の内容  

・注意事項 など 

（45 分） A パート 

学習ポイント① 

・科目「人間の尊厳と自立」  

 学習ポイント、取り組み方 など 

〔講師〕安井 裕三 

秋田圏域人材支援事業協同組合  

（※または 放映）  

（60 分） A パート 

学習ポイント② 

・科目「介護の基本」  

 学習ポイント、取り組み方 など 

〔講師〕安井 裕三 

秋田圏域人材支援事業協同組合  

（※または 放映）  

（10 分） 休憩 

（100 分） A パート 

学習ポイント③ 

・科目「社会の理解」  

 学習ポイント、取り組み方 など 

〔講師〕安井 裕三 

秋田圏域人材支援事業協同組合  

（※または 放映）  

（60 分） 昼休憩 

（60 分） A パート 

学習ポイント④／⑤ 

・科目「人間関係とコミュニケーション」  

・科目「コミュニケーション技術」  

 学習ポイント、取り組み方 など 

〔講師〕藤巻 恵梨子  

秋田県介護福祉士会 理事 

（※または 放映）  

（10 分） 休憩 

（60 分） A パート 

学習ポイント⑥ 

・科目「生活支援技術」  

 学習ポイント、取り組み方 など 

〔講師〕藤巻 恵梨子  

秋田県介護福祉士会 理事 

（※または 放映）  

（5 分） 閉会 ・次回のご案内  

 

 



受付時間：９：１５～９：３０ 

第 3 回（令和８年１０月１２日） 

時間 科目名 主な内容  

（5 分） オリエンテーション ・本日の内容  

・注意事項 など 

（50 分） B パート 

学習ポイント① 

・科目「こころとからだのしくみ」  

 学習ポイント、取り組み方 など 

〔講師〕北沢 孝志 

きららホールディングス 

（※または 放映）  

（5 分） 休憩 

（50 分） B パート 

学習ポイント② 

・科目「発達と老化の理解」 

 学習ポイント、取り組み方 など 

〔講師〕北沢 孝志 

きららホールディングス 

（※または 放映）  

（10 分） 休憩 

（60 分） B パート 

学習ポイント③ 

・科目「認知症の理解」  

 学習ポイント、取り組み方 など 

〔講師〕北沢 孝志 

きららホールディングス 

（※または 放映）  

（60 分） 昼休憩 

（50 分） B パート 

学習ポイント④ 

・科目「障害の理解」  

 学習ポイント、取り組み方 など 

〔講師〕藤巻 恵梨子  

秋田県介護福祉士会 理事 

（※または 放映）  

（5 分） 休憩 

（50 分） B パート 

学習ポイント⑤ 

・科目「医療的ケア」 

 学習ポイント、取り組み方 など 

〔講師〕藤巻 恵梨子  

秋田県介護福祉士会 理事 

（※または 放映）  

（10 分） 休憩 

（60 分） C パート 

学習ポイント①／② 

・科目「介護過程」  

・「総合問題」  

 学習ポイント、取り組み方 など 

〔講師〕藤巻 恵梨子  

秋田県介護福祉士会 理事 

（※または 放映）  

（5 分） 閉会 ・次回のご案内  

 

 



受付時間：９：１５～９：３０  

第 4 回（令和８年１１月２１日） 

時間 科目名 主な内容  

（30 分） 模試事前説明  ・試験時間、注意事項の確認  

（160 分） 模試（午前）  

（60 分） 昼休憩 

（175 分） 模試（午後）  

（10 分） 解答用紙回収  

解答解説の配布  

（5 分） 閉会 ・次回のご案内  

 

 

 

受付時間：９：１５～９：３０  

第 5 回（令和８年１１月２９日） 

時間 科目名 主な内容  

（5 分） オリエンテーション ・本日の内容  

・注意事項 など 

（120 分） 模試解説 ・現地講師による模試解説  

〔講師〕未定 

 

（60 分） 昼休憩 

（150 分） 模試解説 ・現地講師による模試解説  

〔講師〕未定 

 

（10 分） 休憩 

（20 分） アンケート ・アンケート回答 

（45 分） グループワーク 【模試からわかったこと、これから】  

・難しかった点 

・直前での勉強内容  

・どのような介護福祉士になりたいか 

（5 分） 閉会  

 



 

      TEL：０９０－２０２７－０２９４  FAX：０５０－３４５７－8723 
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